
令和 2 年 12 月三田市議会定例会(第 359 回)一般質問発言通告一覧 

(第３日・12 月 14 日 個人質問) 

 

３番 木村 雅人 ＜一問一答＞ 

１ 三田市立幼稚園再編計画による幼稚園統廃合について 

(1) 幼稚園の統廃合は子どもや地域社会の将来に多大な影響を及ぼす課題であるが、 

あまりにも早急に決めようとしている。地域住民の十分な理解と合意を得て行う必 

要があるがその見通しをどう考えるか、市の見解を問う。 

(2) コロナ禍により都市部から地方、郊外へ移住の関心が高まっている。農村地域の 

特性を生かしたまちの再生を図る観点からも子育ての核となる幼稚園は必要である、 

市の見解を問う。 

(3) 幼稚園の統廃合は一旦立ち止まり、コロナ禍以前の社会情勢により作成した計画 

は見直すべきではないか、市の見解を問う。 

２ 三田市立学校再編計画による中学校統廃合について 

(1) 中学校統廃合については地域住民の十分な理解と合意を得て行う必要があるがそ 

の見通しをどう考えるか、市の見解を問う。 

(2) コロナ禍により都市部から地方、郊外へ移住の関心が高まっている中、まちの再 

生を図る観点から中学校の位置付けはどう考えているのか、市の見解を問う。 

(3) コロナ禍により少人数学級の実現可能性が大きく高まっており、学級数、教員数 

の増加が見込まれる。中学校の統廃合は一旦立ち止まり、コロナ禍以前の社会情勢 

により作成した計画は見直すべきではないか、市の見解を問う。 

３ 子ども医療費完全無料化の復活について 

(1) コロナ禍における子育て支援、人口減少対策として子ども医療費完全無料化を復 

活すべきではないか、市の見解を問う。 

 

１１番 肥後 淳三 ＜一問一答＞ 

１ コロナ禍における市街化調整区域の活性化方策について 

(1) 市街化調整区域への事業進出などの相談内容の分析について伺う。 

(2) 市街化調整区域内での土地利用規制緩和後の成果について伺う。 

(3) ワンストップ移住相談窓口「Ｓａｎｄａ住まいる」等のスムーズな紹介に見合う、 

空き家等供給側の状況と対策について伺う。 

(4) コロナ禍における市街化調整区域内での新たな活性化方策や認識、見直しの考え

について伺う。 

２ （仮）コミュニティ条例の策定に向けて 

(1) 検討項目のうち、地域コミュニティを基盤とする共助による安全・安心な地域づ

くりについては、自主防災会についても検討するとの認識で良いか。 

(2) 自主防災会の役割認識と地域住民全員が入る必要性について伺う。 

(3) 区・自治会＝自主防災会と切り離した組織にするなど自主防災会の位置づけを条

例等で明確にすべきと考えるが市の考えを伺う。 



３ 新ごみ処理施設整備基本計画策定にあたって 

(1) 基本計画策定にあたっては、現在のクリーンセンターの更新時期等の確定が必要

であると思うが、このことについて伺う。 

(2) 基本計画については、建設コスト削減と施設規模を確保するための方策として三 

田市近隣との広域処理なども視野に検討する必要があると思うが如何か。 

(3) 新ごみ処理施設に対して設置協力する地域について、何らかの行政的配慮が必要

だと感じている。地域住民に対して新ごみ処理施設から得られる熱源や電力供給を

行うことなどが考えられるが、市の考えを伺う。 

 

１６番 北本 節代 ＜一問一答＞ 

１ 地域活性化対策について 

(1) フラワータウンの活性化について。 

(ｱ) 「フラワータウン リボーンプロジェクト」について。 

(ｲ)「フラワータウン再生ビジョン」の骨子（案）について。 

(2) 農村地域の活性化について。 

(ｱ) 県道三田西インター線沿いに「道の駅」を設置してはどうか。 

２ 乳幼児虐待防止対策について 

(1) 市のネウボラとしての取り組みについて。 

(2) 「乳幼児揺さぶられ症候群」について。 

３ コロナ禍における飛沫感染対策について 

(1) アクリルパネルやビニールの設置により難聴者や高齢者が会話を聞き返す回数が

増えている。市役所等公共施設全般に卓上スピーカー等を設置してはどうか。 

 

１８番 檜田  充 ＜一問一答＞ 

１ 市内県立高等学校生徒募集の定員減と進学支援について 

(1) 市内県立高等学校生徒募集定員減による影響と対策について。 

(2) 高等学校等入学支援金の給付額・給付範囲の拡大の考えは。 

２ 人権教育のさらなる推進について 

(1) 現在制定に向けて取組中の（仮称）「三田市人とひととの共生条例」をどう生かす

のか。 

(2) 人権教育における部落差別解消のための教育の位置づけは。 

３ 新三田駅西側ロータリー交差点の交通規制の変更について 

(1) 交通規制の変更による影響をどう考えるか。 

(2) 本年１１月１６日と２０日に実証実験をされたが、結果をどう考察されているか。 

(3) ロータリー利用者への事前周知が必要と思うが市の考えは。 

(4) 少なくとも当面の間は交通誘導員が必要と思うが市の考えは。 

 

１番 林  政徳 ＜一問一答＞ 

１ 三田市における今後の医療情勢の分析と対応について 

(1) 人口動向と医療需要について。 

(2) 地域医療構想と地域包括ケアシステムについて。 



(3) 必要な医療提供体制と現状について。 

(4) 病床配置のあり方について。 

２ 三田市に必要な医療提供のあり方について 

(1) 救急搬送及び救急医療の現状について。 

(2) 疾患別患者について。 

(3) 高度急性期の必要性について。 

(4) 三田市民の医療に対する期待について。 

３ 三田市民の健康寿命について 

(1) 支える側の人を増やす取り組みについて。 

(2) 予防医学の推進について。 

 

１７番 美藤 和広 ＜一問一答＞ 

１ コロナ禍の感染拡大防止について 

(1) 新型コロナウイルス感染症の対策課題。 

(2) 感染者情報と濃厚接触者と検査のあり方。 

２ シティブランドと空き家対策について 

(1) 「Ｓａｎｄａ住まいる」への取り組みとシティブランド。 

(2) 空き家・空き地の雑草対策と更地化支援。 

３ コロナ禍対応をみた新たなまちづくりについて 

(1) ＳＤＧｓと「ＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥ」の取り組み。 

(2) 地域完結型への要点。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


